
国際協力版「授業研究入門マニュアル」の開発（２）

研究代表者 桑山 尚司（留学生専門教育）

研究分担者 鈴木由美子（学習開発学講座）

木村 博一（初等カリキュラム開発講座）

山崎 敬人（初等カリキュラム開発講座）

竹下 俊治（自然システム教育学講座）

木下 博義（自然システム教育学講座）

小山 正孝（数学教育学講座）

影山 和也（数学教育学講座）

棚橋 健治（社会認識教育学講座）

草原 和博（社会認識教育学講座）

岡村美由規（社会認識教育学講座）

岩田昌太郎（健康スポーツ科学講座）

齊藤 一彦（健康スポーツ科学講座）

丸山 恭司（教育学講座）

吉田 成章（教育学講座）

Ⅰ 研究の背景と目的

教育分野での国際協力の重要性が言われる現在の国際社会において，教育の質改善の方

法として授業研究が世界的に注目されている。広島大学教育学研究科も，国際的社会貢献

として，ドミニカ共和国の教員養成に携わる大学教員を対象に，授業研究を中核とする支

援を進めてきた。しかし，授業研究は日本の教師文化・学校文化を暗黙裏に前提としてい

るため，日本の資料をそのまま翻訳して使用することには大きな困難が伴う。そこで，本

研究では，諸外国において現地語に翻訳されて利用されることを想定し，日本の文化に大

きく依存しない授業研究マニュアルの開発を行う。

Ⅱ 研究の概要

本年度は，昨年度までの研究成果（構成原理，内容，留意点に係わる提案）を踏まえ，

授業研究マニュアル本体を開発した。その概要は，以下のとおりである。

１．マニュアルの特色

（１）教師教育者対象のマニュアルづくり

本マニュアルは，海外で授業研究を実施しようとする教師教育者を対象とした（その理

念はⅢに示した本文参照）。海外での授業研究は，小・中・高等学校等の現職教員研修の手

法として導入されていくことが多く，各国の教員養成課程を担う教師教育者を対象とする

取り組みはこれまで十分ではなかった。こうした現状に対して，本マニュアルの対象を教

師教育者とすることは大きな特色となった。

（２）国際版としての性格

マニュアルの開発にあたっては，できるだけ日本の授業研究における歴史性や社会文化
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性を前提としない記述を心がけた（特にその骨格となる「ステップ及びキー・ポイント」

部分）。また，用語や文章構造等で，翻訳を前提にした分かりやすさを執筆・編集方針とし

た。

（３）入門版としてのわかりやすさ

本マニュアルは，海外で初めて授業研究に触れる教師教育者にもわかりやすいものとし

て構想した。したがって，特に手順を記した「ステップ及びキー・ポイント」では，仲間

づくりから説き起こし，平易な記述を心がけている。各ステップの「キー・ポイント」と

「解説」は見開きとし，一瞥してわかりやすくなるようにした。日本のように多様な授業

研究の場がなく，自分たちで始めようとする人がよく抱く疑問については，「Q&A」で重
層的に回答するようにした。各ステップの要所に配した「コラム」には，少しずつ経験を

積んでいく人の参考になるように，詳細な解説や事例を示した。そして，冒頭の「なぜ教

師教育者に授業研究が必要なのか」で根底にある理念を示し，授業研究の指針となるよう

にした。次の節に，構成と内容の例を示す。

２．マニュアルの構成

本マニュアルの構成と内容一覧を執筆者名とともに表１に，各ステップのキー・ポイン

トを表２に示す。ステップ１を入り口として，「ステップ２→ステップ３及び４→ステップ

５→ステップ２→…」とサイクルをなして授業を改善し，ステップ６で成果の共有や発信

を図るようにイメージしてある。マニュアル全体の日本語版プロトタイプは添付資料を参

照してほしい。

表１ マニュアルの構成
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表２ 各ステップのキー・ポイント （草原和博＊・吉田成章＊・岡村美由規＊）

― 115―



３．マニュアルの内容例

本報告書では，手順を示すステップの一部（ステップ４）のみを内容例として挙げる。

全体は，添付資料を参照のこと。

ステップ４の見開きページ（１） （解説上：岡村美由規＊，同下：齊藤一彦＊）
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ステップ４の見開きページ（２） （解説：竹下俊治＊）
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ステップ４の見開きページ（３） （山崎敬人＊）
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ステップ４の見開きページ（４） （竹下俊治＊）
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Ⅲ 成果の発信と今後の課題

現在，ドミニカ共和国における授業研究は，中核となる大学教員により主体的に行われ

ている。他方，組織的な取り組みは予算源の確保のために過渡期にあるが，同学部の全学

科で授業研究を実施したいとの意向が示されている。これに対応するため，本マニュアル

で授業研究の手順を示す「ステップ及びキー・ポイント」は，スペイン語版リーフレット

として印刷され，2015年２月に配布された（図１）。
マニュアル全文は英語等に翻訳され，国際版として広島大学大学院教育学研究科のホー

ムページ上（www.hiroshima-u.ac.jp/ed/tokusyoku/p_p0kepi.html等で検討中）にアップされる
予定である。本マニュアルの教師教育者向け・国際版・入門版としての妥当性については，

今後も国際的な実践からの検証が必要であり，適宜，そのバージョンを改編していく。ま

た，本マニュアルを参考にして，各国で独自のマニュアルが作成されることがあれば，う

れしい限りである。

図１ スペイン語版「ステップ及びキー・ポイント」（翻訳：岡村美由規＊）

授業研究は日本の教師文化・学校文化を暗黙裏に前提としている。実際のところ，授業

や授業研究に対する見方や考え方は，本マニュアルの執筆者間でも異なる。本マニュアル

の教師教育者向け・国際版・入門版としての妥当性に対する問いは，各国の教師文化や個

人の教師としての矜持を貫いて，共鳴を呼び起こしうる授業研究の本質を探究するという

ことでもある。他方，海外で日本の教師教育者が授業研究について語る際には，自らの思

いを込め，血のかよった生身の言葉でこそ伝わる本質もある。ある意味，本マニュアルは

常に不十分である。その不十分さは，授業研究においては多様性こそが力であることや，

海外における授業研究の可能性を示しているともいえるだろう。 （桑山尚司＊）
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